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一般会計歳入歳出決算

膨
れ
上
が
っ
た
起
債
残
高
は

３
１
６
億
円
。
実
質
公
債
費
比

率
は
許
可
が
い
る
２０
・
４
％
に

悪
化
。
財
政
調
整
基
金
・
減
債

基
金
高
は
３０
億
７
千
万
円
で
合

併
前
の
５０
％
に
激
減
。
基
金
が

枯
渇
す
る
と
前
年
度
と
同
様
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
全
分
野
で
大

幅
に
削
減
さ
れ
、
後
退
し
た
決

算
で
あ
る
。

①
市
町
村
合
併
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
と
さ
れ
て
き
た
「
合
併

特
例
債
」
の
発
行
は
ゼ
ロ
。
②

企
業
誘
致
奨
励
制
度
も
改
善
さ

各
参
与
は
、
支
所
長
と
し
て

住
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
、
本
庁
と
の
連
携
を
図
り
、

効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
て

き
た
。
そ
の
参
与
の
任
期
切
れ

直
前
の
１２
月
議
会
に
お
い
て
、

参
与
の
退
職
金
が
一
般
職
扱
い

と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
３
７
７
万

円
減
額
さ
れ
た
。
市
条
例
に
お

い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
に
掲

げ
る
常
勤
の
特
別
職
と
し
て
規

定
さ
れ
て
い
る
。

府
退
職
手
当
組
合
か
ら
１８
年

１１
月
に
「
特
別
職
に
参
与
の
位

本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
事
業
主
体
が
市
で
あ
り
な

が
ら
、
一
般
質
問
の
答
弁
で
も

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、

具
体
的
な
目
的
、
開
発
利
益
が

示
せ
な
い
事
業
執
行
と
な
っ
て

い
る
。

小
山
東
町
土
地
区
画
整
理
事

業
で
は
、
市
長
が
組
合
長
を
兼

務
す
る
団
体
か
ら
売
れ
残
り
宅

地
を
買
い
上
げ
た
。
市
と
組
合

の
関
係
は
「
利
益
が
相
反
す

る
」
組
織
に
も
関
わ
ら
ず
強
行

し
た
が
、
売
れ
る
と
の
提
案
説

歳
入
総
額
２
３
４
億
５
９
０

０
万
円
、
歳
出
総
額
２
２
７
億

６
８
０
０
万
円
で
、
翌
年
度
繰

り
越
し
分
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
額
は
４
億
１
７
０
０
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

経
済
不
況
に
よ
り
法
人
市
税

等
が
落
ち
込
む
中
、
政
府
の
地

域
活
性
化
対
策
臨
時
交
付
金
等

の
国
庫
支
出
金
が
１０
億
円
を
超

え
る
歳
入
が
あ
り
、
堅
実
な
財

政
運
営
に
よ
っ
て
多
く
の
事
業

が
で
き
た
。

JR
複
線
化
の
完
成
や
高
齢
者

国
の
臨
時
交
付
金
の
増
加
に

よ
り
４
億
１
７
０
０
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
っ
た
。
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る

が
、
基
金
の
取
崩
し
な
く
起
債

残
高
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
。

内
容
的
に
は
、
道
路
新
設
改

良
工
事
な
ど
地
域
要
望
に
応

え
、
JR
園
部
駅
ま
で
複
線
化
事

業
も
開
業
し
、
バ
ス
運
行
と
あ

わ
せ
交
通
手
段
の
確
保
が
さ
れ

た
。深

刻
化
す
る
野
生
鳥
獣
被
害

対
策
と
し
て
は
駆
除
と
防
除
の

多
く
の
国
保
加
入
者
は
税
が

重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
税

の
見
直
し
、
引
き
下
げ
を
す
べ

き
と
考
え
る
。
同
時
に
国
庫
負

担
の
増
額
を
求
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
保
法
第
４４
条
の
定

め
に
あ
る
低
所
得
者
に
対
す
る

窓
口
負
担
減
免
制
度
の
創
設
・

実
施
を
強
く
求
め
る
。

年
齢
を
７５
歳
で
区
切
り
差
別

的
な
医
療
と
言
わ
れ
て
い
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
は

廃
止
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

れ
ず
、
地
元
雇
用
促
進
も
実
効

が
見
ら
れ
な
い
。
③
平
成
台
の

売
れ
残
っ
た
土
地
の
買
い
上
げ

に
１
億
９
，
２
０
０
万
円
の
税

金
を
投
入
し
た
。
④
美
山
の
す

べ
て
の
地
域
振
興
会
か
ら
常
駐

市
職
員
を
削
減
し
た
。
⑤
市
職

員
の
３
分
の
１
は
嘱
託
や
臨
時

職
員
で
“
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
”
の
様
相
。
職
員
の
待
遇
改

善
と
併
せ
早
期
に
是
正
さ
れ
る

べ
き
。

置
付
け
は
な
い
」
と
の
回
答

で
あ
っ
た
が
、
当
初
予
算
に

お
い
て
は
、
特
別
職
と
し
て

の
退
職
金
の
支
払
い
を
含
め

て
提
案
さ
れ
、
議
会
に
お
い

て
も
承
認
し
て
き
た
。

退
職
手
当
組
合
の
回
答
に

従
わ
な
い
予
算
計
上
で
あ
る

な
ら
、
規
程
変
更
に
よ
り
、

退
職
功
労
金
等
の
名
目
で

も
、
予
算
計
上
ど
お
り
、
予

算
執
行
し
支
払
う
べ
き
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

明
で
予
算
化
し
た
も
の
が
結
果

と
し
て
売
れ
残
り
「
不
良
資

産
」
の
取
得
に
つ
な
が
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
反
対
の
討

論
と
す
る
。

福
祉
、
児
童
福
祉
、
生
活
保
護

費
支
給
事
業
な
ど
住
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
、
道
路
新
設
改
良

を
積
極
的
に
推
進
し
た
一
方

で
、
公
債
費
残
高
を
１４
億
４
６

０
０
万
円
も
減
額
し
た
。

総
じ
て
的
確
に
し
て
効
果
的

な
予
算
執
行
を
行
い
、
安
心
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
寄

与
し
た
。

事
業
が
進
め
ら
れ
、
学
校
の
耐

震
補
強
工
事
が
進
み
、
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
事
業
に
引
き
続
き
補

助
金
が
交
付
さ
れ
地
域
活
性
化

が
図
ら
れ
た
。

民
生
費
で
も
定
額
給
付
金
の

支
給
や
医
療
助
成
事
業
と
併
せ

て
社
会
福
祉
が
図
ら
れ
た
。
ま

た
、
環
境
計
画
も
進
展
し
た
。

以
上
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

と
将
来
展
望
に
つ
な
が
る
決
算

と
考
え
、
賛
成
す
る
。

い
。現

在
、
国
保
制
度
の
都
道
府

県
単
位
で
の
一
元
化
の
制
度
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
税
の
引

き
上
げ
、
低
所
得
者
の
医
療
か

ら
の
排
除
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
が
あ
る
。

国
の
動
き
を
見
な
が
ら
、
国

保
事
業
の
現
状
分
析
を
行
い
、

十
分
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
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丹政会

９
月
定
例
会
に
お
い
て
提

案
さ
れ
た
決
算
認
定
議
案
の

審
査
を
実
施
。

市
長
を
は
じ
め
幹
部
職
員

の
出
席
を
求
め
、
事
務
事
業

の
執
行
状
況
や
財
源
の
確

保
、
さ
ら
に
そ
の
事
業
効
果

等
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ

た
。市

長
か
ら
は
、
経
常
経
費

の
削
減
に
よ
り
一
層
努
力
を

す
る
こ
と
、
事
務
事
業
の
見

直
し
、
組
織
体
制
の
合
理
化

な
ど
、
市
域
の
一
体
感
を
早

期
に
醸
成
す
る
基
盤
づ
く
り

に
努
め
た
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。審

査
の
結
果
、
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
土
地
取
得
事
業
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
は
賛
成
多
数

で
、
そ
の
他
の
５
特
別
会

計
、
１
公
営
企
業
会
計
は
全

員
賛
成
で
認
定
し
た
。

決
算
す
べ
て
認
定
と
決
し

た
が
、
審
査
過
程
で
の
指
摘

事
項
や
意
見
、
要
望
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
市
政
運
営
に

反
映
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。


